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『古事記』をよむ～神々の代の物語～
[ 開講日 ] ㈮ 1 限目 10:30 ～ 12:00 
[ 場所 ] LIC はびきの　[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 3,000 円
[ 申込期間 ]4 月 12 日㈭～ 5 月 6 日㈰
[ 内容 ] 日本に現存する最古の歴史書『古事記』は、国の草
創期を神代の昔から物語り、文学的にも高く評価されていま
す。本講座では「物語」を原文に即して通読することを目指し、
内容の類似する『日本書紀』の記述とも見比べながら、古事
記の物語の特色を探ってみましょう。
1 5/18 天地の初め
2 6/1 イザナキとイザナミ (1) ～国生みの神話～
3 6/15 イザナキとイザナミ (2) ～神生みとイザナミの死～
4 6/29 黄泉の国
5 7/13 アマテラスとスサノヲ
6 8/3 天の岩屋

西洋美術における神話と象徴【大阪芸術大学提携講座】
[ 開講日 ] ㈬ 1 限目 10:30 ～ 12:00 
[ 場所 ] LIC はびきの　[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 3,000 円
[ 申込期間 ]4 月 10 日㈫～ 5 月 2 日㈬
[ 内容 ] 西洋の美術作品を読み解く上で必須の教養とも言うべ
きギリシア・ローマ神話の神々や英雄の物語を、絵画や彫刻
などの作品を通して紹介します。また、神々にまつわるモチ
ーフ（動植物など）の象徴性を知り、作品の理解を深めます。
1 5/16 西洋美術における神話と象徴～絵画の謎を解く～
2 5/23 ギリシア神話の世界（1）～トロイア戦争～
3 5/30 ギリシア神話の世界（2）～創世と神々の系譜～
4 6/6 オリュンポスの神々（1）～ゼウスを中心として～
5 6/13 オリュンポスの神々（2）～アポロンとアルテミス～

6 6/20 オリュンポスの神々（3）
～アプロディテとディオニュソス～

羽曳野市市制 60 周年記念イベント
  　　元気はびきの市民！はびきの食材を食べ尽そう！！
[ 開講日 ] ㈭ 1 限目 10:30 ～ 13:30 ※1 回目のみ㈪
[ 場所 ] 市民会館 料理教室　[ 定員 ] 16 人
[ 受講料 ] 7,500 円（材料費込み）
[ 申込期間 ] 4 月 11 日㈬～ 5 月 7 日㈪
　　　　　  ※市外在住の方は 4 月 18 日㈬から
[内容]＜食文化概論・調理実習＞日本料理の基本「一汁一菜」
と、五行説（五法・五感・五味・五色）を学びます。日本
の食文化（五節句・正月料理・食材・器・箸・日本酒など）
を知り、盛り付けのセンスや食事のマナーも磨きましょう。

1 5/21 　木の芽焼き　　混ぜご飯
きんぴらごぼう　合わせ味噌仕立て

2 6/21 ウインナーシュニッツェル　リゾット　グリーンサラダ
3 7/26 ちらし寿司　冷や麦　豆乳パンナコッタ

4 8/30 無花果胡麻クリーム和え　無花果と海老の天ぷら　
枝豆ご飯

5 9/27 味噌煮　 船場汁　とうもろこしご飯

ほんとうに知りたかった化学－日々の生活から文芸まで－
[ 開講日 ] ㈮ 2 限目 13:00 ～ 14:30 
[ 場所 ] LIC はびきの　[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 申込期間 ]4 月 10 日㈫～ 4 月 27 日㈮
[ 内容 ] 体は何でできている？体の金属はどんな働きをす
る？香りの魅力は？宮沢賢治と化学は関係ある？など毎日
の生活にはふしぎなことは山ほどあるでしょう。ほんとう
に知りたかった身近な化学のおもしろさをお伝えし、体験
していただきます。
1 5/11 体はなにでできている？
2 5/18 食は化学でしょうか！
3 5/25 微量元素と健康の関係を知ろう！
4 6/1 体の中の金属のすごい役割！
5 6/8 薬のお話 - 歴史の大切さを知ろう！
6 6/15 日々の生活で大活躍しているレアアースを知ろう！
7 6/22 「えれめんトランプ」を楽しんで、元素博士になろう！

8 6/29 香りの魅力：海外編 香りの歴史と香りを生み出す化
学成分を知ろう！

9 7/6 香りの魅力：日本編 古来日本人が親しんできた香り
を知ろう！

10 7/13 宮沢賢治の化学の世界を覗いてみよう！
11 7/27 宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」の中の化学を発見しよう！

12 8/3 寺田寅彦、アガサ・クリスティなどの文芸作品の中
から元素を発見しよう！

『翔ぶが如く』解読
　　　　  ～司馬遼太郎は西郷隆盛をどう解き明かしたか
[ 開講日 ] ㈮ 1 限目 10:30 ～ 12:00 
[ 場所 ] LIC はびきの　[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 申込期間 ]4 月 13 日㈮～ 5 月 25 日㈮
[ 内容 ] 大河ドラマの主人公・西郷隆盛と、その終生の友で
あり最大のライバルともなった大久保利通、この両者を最
期まで批判し続けて国の行く末を憂えた木戸孝允。彼ら維
新の三傑を軸に、司馬遼太郎が描き出す明治日本の創世記
を読み解きます。
1 6/8 司馬遼太郎の描いた西郷隆盛（『竜馬がゆく』『花神』など）
2 6/22 司馬遼太郎の描いた「西郷 VS 大久保利通」（『翔ぶが如く』）
3 7/6 司馬遼太郎はどうして桂小五郎（木戸孝允）が嫌い？
4 7/27 司馬遼太郎は征韓論をどう考えたか？
5 8/24 司馬遼太郎の描いた士族の乱 (1) 佐賀の乱
6 8/31 司馬遼太郎の描いた士族の乱 (2) 神風連の乱
7 9/14 司馬遼太郎の描いた士族の乱 (3) 萩の乱～西南戦争
8 9/28 『翔ぶが如く』で学ぶ明治維新～三権分立と民主主義
9 10/26 現地講義：司馬遼太郎が描いた幕末・明治の北浜を歩く
10 11/9 『翔ぶが如く』と江藤淳『南洲残影』に見る西郷像の違い

11 11/30『翔ぶが如く』と村松剛『醒めた炎 木戸孝允』に見る
木戸像の違い

12 12/14『翔ぶが如く』から学ぶ現代日本の課題

開講講座 受講生募集
申込
方法

支払
方法

先着順。①来館（軽里 1-1-1LICはびきの内）・②電話・③ FAX（数字は受付優先順位）
※必要事項：氏名・性別・年齢・住所・電話番号
※どなたでもお申し込みできます。障がいへの配慮が必要な場合は事前にご相談ください。
来館または現金書留（申込に来館された場合は、その場でお支払いください。）
※事務局が案内する期日内に、受講料をお支払いください。一旦納付された受講料は返金できません。
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羽曳野市市制 60 周年記念イベント
世界に誇れる日本料理、食文化の大切さを学びます
[ 開講日 ] 5 月 17 日㈭ 2 限目 13:00 ～ 14:30
[ 場所 ] LIC はびきの　[ 定員 ] 60 人
[ 受講料 ] 500 円（当日支払）
[ 申込期間 ]4 月 11 日㈬～ 5 月 16 日㈬

「西国巡礼三十三所」開創1300年の歴史をたどる【学長企画講座】
[ 開講日 ] ㈯ 1 限目 10:30 ～ 12:00
[ 場所 ] LIC はびきの　[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 3,000 円
[ 申込期間 ]4 月 14 日㈯～ 6 月 2 日㈯
[ 内容 ] 近畿 2 府 4 県と岐阜県に点在する観音信仰の霊場
を札所とする、「西国三十三所巡礼」が草創 1300 年を迎え
ました。札所の寺院から講師を招いて、その歴史を振り返り、
他の三十三所巡りも紹介します。
1 6/16 西国五番 葛井寺と西国古道徒歩巡礼
2 6/23 西国四番 槇尾山 施福寺（槇尾寺）
3 6/30 西国巡礼街道に始まる、日本型ツーリズム
4 7/7 西国二十四番 大本山 中山寺と西国巡礼街道
5 7/14 ものがたり街道三十三所巡礼と「こころの道行 二十番」
6 7/28 坂東三十三箇所や新西国三十三箇所観音霊場など

現代ビジネスが直面する課題【阪南大学提携講座】
[ 開講日 ] ㈯ 2 限目 13:00 ～ 14:30 ※7 回目のみ㈰
[ 場所 ] LIC はびきの　[ 定員 ] 60 人　[ 受講料 ] 6,000 円
[ 申込期間 ] 4 月 14 日㈯～ 4 月 28 日㈯
[ 内容 ] 情報システムが複雑に絡み合った現代のビジネスは、
大きな変化の渦中にあり、多岐にわたって私たちに課題を投
げかけています。現在のビジネスシーンに何が起きているの
かを経営情報学の観点から説き明かします。

1 5/12 現代ビジネスにおける価値評価の役割を考える
2 5/19 テーマパークのグローバル・マーケティング戦略
3 5/26 越境 EC とは何か - 国際ネットショッピングの深層
4 6/2 AI 時代の人事組織マネジメント

5 6/9 チームビルドの基礎講座
- 円滑な人間関係構築のためのヒント -

6 6/16 ビジネスにおける ICT の役割とその課題
7 6/24 未来予想図 - 仮想通貨の世界 -
8 6/30 （仮）現代エネルギー問題を考える - 科学史の視点から
9 7/7 データで見る景気の現状と羽曳野市の「稼ぐ力」
10 7/14 現代ビジネスが直面するインターネットテクノロジー
11 7/28 業績評価と組織行動：アベノミクスとの関連から
12 8/4 デジタルコミュニケーション - 人工知能との会話 -

百舌鳥・古市古墳群をより深く知るための世界遺産講座Ⅷ
[ 開講日 ] ㈮ 3 限目 15:00 ～ 16:30
[ 場所 ] LIC はびきの　[ 定員 ] 60 人
[ 受講料 ] 6,000 円　[ 申込期間 ] 5月17日㈭～6月8日㈮
[ 内容 ] 百舌鳥・古市古墳群を知るための興味深いテーマや
楽しみ方に加えて、世界遺産登録 20 年を迎える古都奈良
の文化財や、海外の遺跡、古代の復元画を描く楽しさなど、
世界遺産についての理解を深めていただきます。
1 6/22 巨大な前方後円墳が語ること

2 6/29 すがたを現した前方後円墳
‐八尾市心合寺山古墳の発掘から活用まで‐

3 7/6 百舌鳥・古市古墳群の時代の百済・新羅・加耶
4 7/13 復元画で楽しむ百舌鳥・古市古墳群の時代
5 7/27 発掘調査で探るラメセス 2 世の王子カエムワセト
6 8/4 平城宮跡と古都奈良の文化財 - 世界遺産登録から 20 年 -

7 8/10 なぜ前方後円？なぜ大きい？なぜここに？
百舌鳥・古市古墳群の謎と魅力

8 8/24 葛城の王墓からみた巨大前方後円墳の実像
9 8/31 古代史からみた百舌鳥・古市古墳群と王権
10 9/13 楽しく語る百舌鳥・古市古墳群
11 9/20 古墳のまつりをさぐる
12 9/28 巨大前方後円墳の築造と大古墳群の出現

はびきの市民大学（業務受託者：株式会社みのりの里）
☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

■と■ き 5 月 9 日～平成 31年 3 月 6 日（毎週㈬）
（昼・全 41回）10:00 ～12:00／（夜・全 41回）19:00 ～21:00
［入門課程］5 月 9 日～ 9 月12 日（8 月15 日除く）
［基礎課程］9 月19 日～平成 31年 3 月 6 日
　　　　　（12月26日・平成31年1月2日除く）
■場■所  市役所別館 2 階 研修室（昼・夜）　■ ￥￥ 3,240 円（教材費）
■対■ 象象 市内在住・在勤・在学の方。手話学習が始めての方優先。
　　 ※子ども連れの受講不可。※昼・夜の受講変更不可。
■定■ 員員（昼・夜）先着各 50 人　■申■・込込 ■ 問問 ４月 23 日㈪締切
福祉支援課 ☎ 072-947-3824（直通）  ＦＡＸ 072-957-1238

どうしました？おはよう

右手の人差し
指を立てて左
右に振る。

①右手でこぶしを
つくり、こめかみ
のあたりに当てて
から下ろす（朝起
きるのを表す）。

②軽くお辞儀をし
ながら、向かい合
わせた人さし指を
曲げる（挨拶を表
す）。
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※ 6 回目㈯、
　　10・11 回目㈭
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広告掲載に関する問い合わせは合同会社ＩＭ総合企画まで ☎ 072-242-7997へ。




